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新年明けましておめでとうございます。皆様ととも
に新しい年を迎えることができましたことを、心より
お慶び申しあげます。

昨年は台風19号をはじめ、様々な災害があり、被
災された皆様には心からお見舞い申しあげますととも
に、一日も早い復興をお祈りします。一方、ラグビー
のワールドカップは日本チームのベスト８入りで大い
に盛り上がり、感動と元気をいただきました。新天皇
もご即位され令和の時代に入り、気持ちを新たにした
一年でありました。

今年はいよいよオリンピック・パラリンピックの年
です。世界からたくさんの人々を迎え、それぞれの競
技で熱戦が繰り広げられ、国中が熱くなる年になるで
しょう。東北の復興を世界に示し、支援をいただいた
世界の国々に感謝の気持ちを伝えることができれば幸
いと思います。

秋田商工会議所は、これから３年間、昨年11月１日
の臨時議員総会で承認された新体制で進むこととなり
ました。引き続き会頭として事業を推進して参ります
ので、一層のご指導とご支援をお願い申しあげます。

秋田県が抱える問題はたくさんありますが、なかで
も人口減少、少子高齢化が大きな課題だと考えます。
そのような中、若い人々の秋田への移住が増えており、
非常に明るい話題だと思います。秋田の住みやすさ、
災害の少なさ、子供の教育水準が高いことなど、秋田
の強みを具体的に示し、企業の誘致のみならず、様々
な人々の移住促進を積極的に進めていきたいと思いま
す。首都圏一極集中は大きなリスクとなっています。
今こそ、地方の良さをしっかりと伝え、この取組を推
進していく好機だと思います。

当所会員企業が抱える喫緊の課題は、後継者不足、
人手不足と考えます。経営者の高齢化により多くの中
小企業が事業承継に苦労をしています。事業引継ぎ
支援センターや後継者人材バンクなどを積極的に活用
し、解決につなげていきたいと思います。

人手不足は一層厳しさを増すことが予想されます。
早期にやらなければならないことは、自らの企業を魅
力的な企業にすることです。中小企業でなければでき

ない形を追求し、若者が自分の夢をかなえられる企業
に作り変えることです。また、海外からの人材を長期
的に確保できるような仕組みづくりに着手したいと思
います。従来のように低賃金で雇用するのではなく、
優秀な外国人材を適正な賃金で、快適な労働環境で雇
用していく工夫が必要です。これもまた、間違いなく
激しい地域間競争になります。

中心市街地の活性化については、第二期中心市街地
活性化基本計画に基づき進めていきます。県市連携文
化施設は名称も決まり順調に整備が進められています
が、完成までの間、中心市街地の賑わいが落ちないよ
うに、知恵を出しながら様々な提案をしていきたいと
思います。JR東日本による積極的な秋田駅前開発を起
爆剤として、民間でも秋田版CCRCのマンションが完
成を待たずに完売するなど活況を呈しております。こ
れに触発されて民間での動きも良くなり、今後に期待
が持てる状況です。秋田駅前から旧産業会館跡地まで
の中心エリアを総合的に俯瞰し、グランドデザインを
描き、それをベースに個々の開発の整合性を確認しな
がら、長期的戦略を立てるべきだと思います。

環日本海交流は秋田県にとって重要であり、当所で
は、昨年から中国延辺州、ロシア沿海地方との交流に
新たに韓国江原道を加え、４か国経済交流を進めてお
ります。今年は10月にウラジオストクで第７回４か国
経済交流会議が開催されることになっています。日本
海を囲む各地域が一層活発に交流することで秋田の果
たすべき役割、重要性が増し、交流人口の増加につな
がるものと思います。秋田港は外航クルーズ船の入港
が増加し、インバウンド拡大に大きく貢献しておりま
す。これにも、おもてなしの心をもって様々な挑戦を
していきたいと考えております。クルーズターミナル、
クルーズ列車の充実に加え、港湾計画に位置付けられ
ている大型クルーズ船が２隻停泊できる岸壁の建設に
も大いに期待したいと思います。

秋田の潜在力は無限です。私たちがそれを求め、見
つけ出し、活用することで大きな力となります。秋田
の活性化は、私たち一人一人がそれぞれの立場で願い、
想い、行動することによってはじめて実現できるので
す。私たちはプレーヤーです。輝かしい2020年にする
ために積極果敢に行動しましょう。

秋田商工会議所

会頭　三浦　廣巳
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明けましておめでとうございます。
2020年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。
私は、昨年11月の臨時会員総会において、各地商工

会議所の皆様のご推挙を得て日本商工会議所会頭に再
任され、日商会頭として３期目の新年を迎えることと
なりました。各地の皆様におかれましても新体制の下、
清々しく新年をお迎えになられたことと存じます。

さて、昨年は国内外ともに実に多くの動きがありま
した。

わが国では30年ぶりの御代替わりを経て「令和」時代
の幕が開き、大変な盛り上がりを見せたラグビーワー
ルドカップ、５年ぶりの消費税率引き上げ等、重要な
出来事が相次ぎました。一方で、台風等の自然災害に
よる被害も広範囲かつ甚大なものとなり、いまだ影響
の残る被災地の皆様には、改めて心からお見舞いを申
しあげたいと思います。

世界では、長期化する米中対立、不安定な中東情勢、
ブレグジット問題、香港問題、日韓関係の悪化等、数々
の混乱が生じ、その出口を模索し続けた１年でありま
した。

わが国の経済情勢に目を転じれば、個人消費には
いまだ力強さを欠くものの、米中摩擦等の影響もこれ
までのところ限定的であり、民間投資は引き続き底堅
く、日本経済は潜在成長率並みの１％程度の緩やかな
拡大を続けています。本年は、いよいよ東京オリンピッ
ク・パラリンピックが開催されますが、東京および全
国各地の魅力とともに、東日本大震災等から復興した
日本の姿を、全世界にアピールできる絶好の機会であ
り、ぜひともこのビッグイベントによる効果を全国津々
浦々に波及させ、日本全体が元気になれる１年になる
ことを切に願っております。

一方、わが国経済は多くの課題も抱えております。
人口減少や高齢化等の日本社会の構造変化を背景に、
年々深刻化する人手不足、経営者の高齢化等による廃
業の増加、地方の疲弊等が、日本経済のさらなる成長
の足かせになっております。これら日本の抱える構造
的課題は、立場の弱い中小企業の経営課題として最
も早く顕在化してきており、大企業との利益率格差は
年々拡大し、また賃金も毎年上昇する中で、労働分配
率は大企業の40％台に対し、中小企業では70％台に達
しています。従って、生産性の向上や取引価格の適正
化等を通じた付加価値の向上なくして、中小企業はこ
れからの時代を生き抜くことはできません。

こうした危機感の下、私は昨年11月、会頭再任時の
所信において「中小企業の強化を通じて日本の成長す
る力を育てる」「地域の活性化」を活動の二本柱とする
今期の取り組みを表明いたしました。

中小企業はわが国経済の基盤であります。日本全体

の雇用の約７割、付加価値の約５割を生み出している
中小企業の強化なくして、わが国の持続的な経済成長
はあり得ません。所信では、①ひっ迫する人手不足と
デジタル社会の到来にあって、いまだ「発火点」に達し
ていない中小企業への「IT導入」と「デジタル技術の実
装化」を急ぎ、生産性向上と付加価値向上を同時に実
現すること、②来る「大事業承継時代」を変革と創造の
好機と捉え、「事業承継の加速化」で価値ある事業と技
術を次世代へ承継し、「起業・創業の活性化」でビジネ
ス全体の新陳代謝を促すこと、③取引価格の適正化と
ともに、中小企業の生産性向上を大企業が積極的に支
援する「大企業と中小企業の新しい共存共栄関係の構
築」により、サプライチェーン全体をより強固なものに
していくこと、をわが国経済全体の発展・強化のため
の最重要の取組として掲げています。

また、「地域の活性化」では、各地域がその魅力を活
かし、他地域とも連携して所得向上に取り組まねばな
りません。地域横断での広域連携を軸とした「観光振
興」と「農商工連携」をさらに推し進め、地域の独自資
源を最大限に活用して、インバウンドも含めた域外需
要を取り込んでいく必要があります。また、観光振興
や地方創生の取組を支え、これを加速化するストック
効果の高い社会資本整備や、近年頻発する大規模自然
災害に耐え得る国土強靭化についても、引き続き政府
に対して積極的な働き掛けを行ってまいります。

これらの目標を実現させる上で、われわれ商工会
議所は本年も「現場主義」と「双方向主義」をさらに徹底
し、現場の声を、各種の規制・制度改革、持続可能な
全世代型社会保障制度の構築、中小企業対策等を実現
する政策提言に活かしてまいりたいと思います。商工
会議所の強みは、全国515商工会議所、124万会員のネッ
トワークを通じて、具体的・個別的な課題をはっきり
と認識していることです。その強みを活かし、それぞ
れの地域で必要とされ、選ばれる組織であり続けるた
めには、地域の多様な主体と連携協働を図りつつ、商
工会議所自身も、時代の要請に合った進化と変革を遂
げていかねばなりません。

折しも、商工会議所の創始者である渋沢栄一翁が、
2021年のNHK大河ドラマの主人公や、新１万円札の顔
となることが決定しました。「企業は利益を上げなけれ
ばならないと同時に、公益についても考えなければな
らない。両者は高い次元で両立する」という渋沢翁の
理念は、商工会議所の活動理念そのものであり、現代
においてこそ広める価値があるものと考えます。この
機に渋沢翁の理念を改めて共有し、大企業と中小企業、
都市と地方が共に輝き、日本経済の持続的成長をさら
に後押しできるよう、本年も皆様と共に全力を尽くし
て取り組む所存であります。

日本商工会議所

会頭　三村　明夫
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秋田県知事

佐　竹　敬　久

力強く牽引していただきました。
さて、我が国では、人手不足が深刻化する中、外

国人労働者の受入れを拡大する法律が成立するな
ど、グローバル化の流れが加速してきております。

県としましても、企業の人材確保は重要な課題の
一つと考えており、第３期ふるさと秋田元気創造プ
ラン等に基づき、産業人材の確保や、環日本海交流
の推進に向けた秋田港の機能強化、エネルギー関連
施策の推進など、環境の整備を進めてまいります。

秋田商工会議所におかれましては、県経済活性化
の牽引役として、地域企業の支援に御尽力くださる
ようお願い申し上げますとともに、会員企業の皆様
には、更なる事業発展にチャレンジしていただくこ
とを期待しております。

結びに、新しい年が皆様にとって、希望に満ちあ
ふれた飛躍の年となりますよう御祈念申し上げ、年
頭のあいさつといたします。

新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかな新春をお迎えの

ことと、心からお慶び申し上げます。
昨年は元号が「令和」に改まり、新しい時代の幕開

けとなりました。振り返りますと、９月には、天皇
陛下御即位記念を冠した「第39回全国豊かな海づく
り大会・あきた大会」が天皇皇后両陛下御臨席のも
と、全国から大勢の参加者をお迎えし盛大に開催さ
れました。

また、県内景気は緩やかな回復傾向が続き、有効
求人倍率も概ね改善の動きが見られた一年となりま
した。

秋田商工会議所におかれましては、第6回4地域
経済交流会議において、韓国、中国及びロシアと経
済交流に関する合意書を締結するとともに、土崎ク
ルーズ船寄港歓迎協議会を設立し、大型クルーズ船
客の受入事業を実施するなど、地域の経済活性化を
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秋田市長

穂　積　　　志

あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、新元号の「令和」の初春を

健やかにお迎えのこととお喜び申し上げます。
また、日頃より市政万般にわたり多大なるご貢献を

賜っておりますことに厚くお礼申し上げます。
昨年は、元号が「平成」から「令和」に変わり、天皇

陛下御即位にともなう一連の行事等によって、あらた
めて新たな時代の始まりを実感した特別な年でありま
した。

また、北都銀行バドミントン部のナガマツペアの世
界選手権２連覇や全日本総合選手権初優勝、ラグビー
ワールドカップ日本大会の成功など、スポーツ関連の
明るい話題が目立った年でもあり、今年夏に開催され
るオリンピック、パラリンピックのさらなる盛り上がり
や、本市に関係する選手の活躍を期待したいところで
あります。

一方で、人口減少と少子高齢化の進行による国内

市場の縮小に加え、国際化や情報化の進展による競
争の激化など、中小企業を取り巻く環境は依然として
厳しいものがあり、本市においても、事業者の高齢化
や後継者不足等が大きな課題となっております。

そのため、事業承継問題を抱える中小企業などを
対象とした「秋田市『未来応援』ファンド」を昨年11月に
設立したところであり、アンダー 40正社員化促進事
業等の既存施策との連携により、中小企業の発展につ
ながる取組を行ってまいりますので、引き続き、皆様
からのお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

本年は、十二支の第一番目の子年です。子年は新
しい物事や運気のサイクルが始まる年になると考えら
れているほか、子は繁栄の象徴でもあることから「子
年は繁盛」で上げ相場になると言われており、新しい
年にこうした期待を込め、また、秋田商工会議所のさ
らなるご発展と会員の皆様のご活躍ならびにご健勝を
祈念申し上げ、年頭のあいさつといたします。
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副会頭  佐野  元彦 副会頭  石井  資就

キーワードは
「未来志向」 「開国」元年

昨年は、平成の終焉と令和の始まりの年でした。
県民にとり平成とはどんな時代でしたでしょうか。
一昨年の「カナノウ旋風」が記憶に新しい中、東日本
大震災など数々の自然災害があり、悲喜こもごもの
31年間でしたが、最たる問題点は「人口減少」でしょ
う。世界の歴史上、人口が減って栄えた国は皆無。
日本は、戦後の復興とともに「労働鎖国」体制を確
立し、外国人労働者の流入を拒み続け、現在に至っ
ています。人口動態の予測が容易な中、それを放
置し、この現状に紐づいたのです。今秋田で問題
視される諸案件は、ほぼこれらが根源と言えるで
しょう。令和初の新年、秋田県は、名実共に「曲が
り角」を迎え、よりアクティブに前進するため、我々
商工業者と行政が一丸となる必要があります。語
学問題や異文化間問題等の課題に全力で取り組み、
今年を「労働開国」元年にします。皆様方もこの意
をお汲み取り下さり、何卒御賛同頂ければと存じま
す。どうぞ本年も、宜しくお願い申し上げます。

新年あけましておめでとうございます。
オリンピックイヤーの今年。その開催に合わせる

かのうように、５Ｇ・ＲＰＡ・キャッシュレス決済・
テレワーク等々、近未来を予感させる様々な取り組
みが活発に動きはじめました。

京セラ創業者の稲盛和夫氏は、「能力を未来進行
形で捉えることが重要」とおっしゃっています。

人口の減少・構造変化に伴う市場の縮小と人材採
用難、働き方改革を実現するために必要な高効率経
営の推進。乗り越えるべき課題は沢山ありますが、
今あるものの組合せだけで解決を図ろうとするので
はなく、未来のあるべき姿を常に念頭において果敢
にチャレンジすべきでありましょう。

新たな視点や発想で、明るい未来を創造する一年
にしてまいりましょう。
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選択と集中

副会頭  辻　良之

光を育てよう

副会頭  佐藤  裕之

新年明けましておめでとうございます。
副会頭を拝命して1期3年が経ちました。この間、

何か秋田商工会議所のためにお役に立てたのだろう
かなという疑問は大いに残りましたが、秋田港とのア
クセス道路の実現や秋田空港の利便性の向上などの
議論や交渉を通じて商工会議所という組織として行
政とのかかわり方、交渉のあり方などいろいろ勉強
させていただいたことは大変為になったと思います。

急激な人口減少、高齢化が進む秋田において、自
分達の生活の安心、安全を守ることは最も大事なこ
ととは思いますが、綺麗ごとばかり言っても秋田の
発展は望めません。今我々に必要なことは言葉の上
だけでない危機感、そして「選択」と「集中」だと思い
ます。何を犠牲にして何を優先するか、性根を据え
て取り掛からなければなりません。

今年は是非そういう年にしたいと思っております。
本年も宜しくお願い致します。

明けましておめでとうございます。人口減少をは
じめ、何かとネガティブに捉えられる秋田ですが、
昨年は、ごく僅かながら久しぶりの地価上昇があっ
たり、ICTなど新分野の企業進出、駅前再開発の推
進など、希望の星が瞬き始めた一年でした。これは、
長きにわたり様々な施策や事業を地道に継続してき
た多くの人々の努力の総和であり、そこでの当会議
所の貢献は誇りとしていいでしょう。

さて新年。たとえ景気に暗雲が垂れ込めようとも、
今年はこの瞬きを消すことなく、太い条光に育てな
くてはなりません。行動する秋田商工会議所の出
番です。会員一丸、怯むことなく事に当たっていき
ましょう。When it is dark enough, you can see the 
stars. - Ralph Waldo Emerson（どんなに暗くても星
は輝いている。エマーソン）
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Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８
４
（
２
２
）
８
５
６
４

h
ttp

：w
w

w
.ikeyaku.co.jp/

い
つ
も
や
さ
し
く
あ
な
た
の
そ
ば
に

理
事
長 　

北　

林　

貞　

男

秋
田
市
南
通
亀
の
町
四
番
五
号

☎（
〇
一
八
）
八
三
一
―
三
五
五
一

秋
田
県
信
用
組
合

　
〒
〇
一
八
―
一
四
一
四

秋
田
県
潟
上
市
昭
和
豊
川
槻
木
字
槻
一
三
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
七
七
―
三
〇
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
七
七
―
三
九
八
六

取
締
役
社
長 

　
　
平
　
野
　
久
　
貴

秋
田
支
店
長
　
岡
　
田
　
　
　
淳

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
番
一
五
号

電
話
番
号 

〇
一
八 

―
八
六
二 
―
八
四
二
一

代
表
取
締
役
社
長
　
松
　
本
　
真
　
生

秋
田
市
御
所
野
湯
本
三
丁
目
一
番
七
号

☎（
〇
一
八
）
八
八
九
─
八
七
〇
〇

秋
田
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
�

http://www.marusui-akita.co.jp/

代
表
取
締
役
社
長
　
鈴
　
木
　
信
　
夫

秋
田
市
外
旭
川
字
待
合
二
八
番
地

☎
〇
一
八（
八
六
九
）五
三
一
一
㈹

丸
水
秋
田
中
央
水
産
株
式

会
社

株
式
会
社 

イ
ト
ー
鋳
造

 

代
表
取
締
役  

　
伊
　
藤
　
源
　
通

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反

一
七
〇
番
地
七
三
号

ＴＥＬ
〇
一
八
（
八
〇
一
）
一
一
〇
〇

杜
氏
と
蔵
と
革
新
力

秋田酒類製造株式会社
秋田市川元むつみ町4-12
TEL.018-864-7331

地
元
物
流
の
お
役
立
ち
を
目
指
す

○運 

秋
田
運
送
株
式
会
社

秋
田
市
外
旭
川
水
口
一
五
五
―
一

電
話 

〇
一
八– 

八
二
四– 

一
〇
八
一

〒
010
︲

0802

近
　
藤
　
俊
　
一

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

人
の
そ
ば
に
、
夢
の
そ
ば
に
。

秋
田
市
中
通
二
丁
目
２
番
32
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
８
─
８
３
３
─
６
６
１
１
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８
─
８
３
３
─
６
６
１
９

〒010-
0001執

行
役
員  

秋
田
支
社
長

木
　
村
　
英
　
明

〒
〇一
〇
―
〇
〇
〇
一

秋
田
市
中
通
七
丁
目
一
─
一

未
来
の
環
境
づ
く
り
に
、私
達
が
お
手
伝
い

営
業
品
目 

配
管
機
材
・
水
道
材
料
・
各
種
工
具
・
農
業

東
北
バ
ル
ブ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
脇
　
屋
　
憲
　
一

本
　
社
　
☎
〇
一
〇
─
〇
八
二
二
　
秋
田
市
添
川
字
境
内
川
原
二
二
八
番
地
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
三
五
─

一
一
三
九
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
三
四
─

六
三
〇
四

互
大
設
備
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
脇
　
屋
　
憲
　
一

本
社
　
秋
田
市
添
川
字
境
内
川
原
二
二
八
―
二
七

☎
八
三
三
―
九
二
七
〇

株
式
会
社   

秋
田
放
送

本 

社 

010
─

8611 

秋
田
市
山
王
七
丁
目
九
─
四
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
二
四
─
八
五
三
三（
総
務
部
）

立
　
田
　
　
聡

代
表
取
締
役

社

長

東
北
発
電
工
業
株
式
会
社

秋
田
支
社

〒
〇
一
一
―
〇
九
一
一

秋
田
市
飯
島
字
古
道
下
川
端
二
一
七
―
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
四
五
―
四
七
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
四
六
―
八
四
六
六

理
事
支
社
長
　
藤
　
原
　
雅
　
也

奥羽住宅産業株式会社
0120-444-877
URL http://www.o-u.jp/

バリトン伊藤さん

★もちは餅屋へおまかせ！★

住宅リフォームのプロ集団

代
表
取
締
役
会
長  

神 

成  

俊 

行

代
表
取
締
役
社
長  

石 

塚  

真 

人

～覚悟と誇り～

Only One
企業を目指して

本
社
工
場  

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
170
─
82

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
一
八
─
八
六
四
─
四
五
〇
〇

〒
010-
0941

株
式

会
社

　
誰
か
ら
も
好
ま
れ
る
素
朴
な
味

『
カ
オ
ル
サ
ブ
レ
』



謹 賀 新 年謹 賀 新 年
〈順不同〉

�
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

�
市
へ
の
要
望

�
お
知
ら
せ

❸
年
頭
あ
い
さ
つ

❾
年
賀
広
告

執
行
役
員 

新
　
田
　
盛
　
久

秋
田
支
店
長
　
　
　

秋
田
市
山
王
五
丁
目
十
五
番
六
号

〒
010-
0951

秋
田
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

秋
田
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

地
球
環
境
の
保
護
と

住
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て

地
球
環
境
の
保
護
と

住
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て

代
表
取
締
役
社
長
　
内
　
村
　
和
　
人

本 

　
社
　
　
　
秋
田
県
秋
田
市
旭
北
錦
町
１
─

14

電
話
０
１
８
─

８
６
５
─

０
６
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
─

８
６
５
─

０
６
１
２

東
京
支
店
　
　
　
東
京
都
豊
島
区
池
袋
２
丁
目
43
─
３
田
村
ビ
ル
３
階

電
話
０
３
─

５
９
４
４
─

８
４
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
─

５
９
４
４
─

８
７
７
５

仙
台
支
店
　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
八
木
山
東
１
丁
目
16
─
13

電
話
０
２
２
─

３
９
８
─

８
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
─

３
９
８
─

８
１
５
２

大
洋
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

〒
010
│
0923

〒
171
│
0014

〒
982
│
0002

e-mail:taiyo-somu1@nifty.com

URL http://www.daiei-f.co.jp

代
表
取
締
役
　
山
　
田
　
文
　
弘

事
務
所  

秋
田
市
中
通
五
丁
目
一
─
一

電
　
話  

（
〇
一
八
）
八
三
一
─
一
八
八
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ  
（
〇
一
八
）
八
三
一
─
一
八
八
二
㈹

大
栄
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

　
土
　
田
　
博
　
紀

本
　
社
　
秋
田
市
山
王
二
丁
目
二
―
十
七

山
王
ピ
ア
レ
ス
ビ
ル
七
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
八
―
八
六
三
―
九
三
二
二

http://www.nas-akita.co.jp

シ
ス
テ
ム
開
発
・
情
報
機
器
販
売

株
式
会
社  

日
情
秋
田
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役
　
吉
　
田
　
喜
　
廣

秋
田
市
新
屋
勝
平
町
一
三
─
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
四
─
六
九
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
四
─
六
九
九
二

漏
水
か
ら
あ
な
た
の
財
産
守
り
ま
す

㍿
ヨ
シ
ダ
ア
ニ
ー

総 支 配 人

柴  田  良  朗

秋田県秋田市中通2-6-1 〒010-0001
☎ （018）832-1111

FAX（018）833-6957
HP http://www.viewhotels.co.jp/akita

頭
　
取
　
新
　
谷
　
明
　
弘

秋
田
市
山
王
三
丁
目
二
番
一
号

株
式
会
社 代

表
取
締
役秋

田
市
中
通
一
丁
目
三
番
二
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）
八
五
三
┃
九
一
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）
八
五
三
┃
九
一
七
八

杉
　
本
　
公
　
彦

Ｒ
Ｂ
ａ
ｄｖａｎｃｅ

秋田市外旭川神田 112 番地
（代表） TEL.018-868-1133
 FAX.018-868-6644

〒010-0802

指定居宅支援事業所らいらっく

ショートステイ  美しき郷
ショートステイ  らいらっく
サ高住らいらっく外旭川

らいらっく

代表取締役　嵯峨 秀昭
来 楽 株式会社

株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役
社
長
　
佐  

藤  

隆  

夫

秋
田
市
山
王
三
丁
目
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
三
─

一
二
二
一

秋
田
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
�

代
表
取
締
役
社
長　

前　

川　
　
　

浩

秋
田
県
秋
田
市
雄
和
椿
川
字
山
籠
四
九

☎
（
〇
一
八
）
八
八
六
─
三
三
六
六

http://www.akita-airport.com

代
表
取
締
役
社
長
　
木
　
村
　
　
　
仁

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
番
三
六
号

☎（
〇
一
八
）
八
六
二
─
三
二
五
一

秋
田
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
近
　
江
　
則
　
夫

秋
田
市
八
橋
南
二
丁
目
四
─
一
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
六
四
）八
九
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
六
五
）〇
九
二
二

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
秋
田
株
式
会
社

辻
　
本
　
光
　
雄

秋
田
市
卸
町
四
丁
目
九
番
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八︲
八
八
八
︲
二
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八︲
八
八
八
︲
一
一
一
〇

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社

北
日
本
オ
フ
ィ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

顧
　
　
　
　
　
問  

　
岸
　
部
　
恵
　
一

代
表
取
締
役
社
長  

　
岡
　
竹
　
博
　
昭

秋
田
市
卸
町
四
―
七
―
七

☎
（
〇
一
八
）八
六
二
―
六
一
六
九

代表取締役会長  松浦 隆一
代表取締役社長  末廣 健二

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

秋
田
支
店

支
店
長 

　 

松
　
浦
　
　
　
寛

秋
田
市
中
通
四
丁
目
四
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
一
八
─

八
三
六
─

八
五
七
四

秋
田
市
中
通
２
─

５
─

21

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
８（
８
３
２
）９
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８（
８
３
２
）９
１
７
７

秋
田
支
店
長
　
小
　
沼
　
広
　
史



謹 賀 新 年謹 賀 新 年
〈順不同〉

❻
年
頭
あ
い
さ
つ

❽
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
活
力
あ
る
秋
田

�
県
へ
の
要
望

❹
年
頭
あ
い
さ
つ

❷
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告

秋
田
市
旭
北
錦
町
一
番
四
七
号

電
　
話（
〇
一
八
）八
六
三
︲
九
〇
一
一

頑
張
る
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

秋
田
駅
ビ
ル

ト
ピ
コ
・
ア
ル
ス

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

秋
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
株
式
会
社

秋
田
市
中
通
七
丁
目
二
─
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）
八
三
一
─
二
二
二
五

理
事
長
　
三
　
浦
　
廣
　
巳

〒
〇
一
〇
―
〇
九
二
一

秋
田
市
大
町
二
丁
目
二
―
一
二

イ
ー
ホ
テ
ル
秋
田
１
階

☎
〇
一
八
―
八
二
四
―
一
二
一
一

秋
田
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

心
む
す
ん
で 

ひ
ら
い
て 
秋
田

公
益
財
団
法
人

野
村
證
券
㈱
秋
田
支
店

支
店
長 　

斎　

藤　

孔　

一

秋
田
市
中
通
四
丁
目
二
番
七
号

☎（
〇
一
八
）
八
三
一
─
二
一
一
一
㈹

辻
兵
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
辻
　
　
　
良
　
之

秋
田
市
大
町
二
丁
目
四
番
三
二
号

☎（
〇
一
八
）
八
六
四
─
〇
二
一
五

取
締
役
社
長 　

西  

村  

俊  

治

秋
田
市
茨
島
四
丁
目
三
番
三
六
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
四
─
五
一
一
一

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

秋
田
モ
ー

タ
ー
ス
ク
ー
ル

エ

ネ

オ

ス

茨

島

給

油

所

茨

島

自

動

車

整

備

工

場

株
式
会
社  

友
愛
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役　

小　

畑　
　
　

悟

秋
田
市
山
王
三
丁
目
一
番
七
号

℡ 

０
１
８
（
８
２
３
）
１
２
５
１

代
表
取
締
役
社
長
　
近
　
藤
　
嘉
　
之

秋
田
市
卸
町
四
─
八
─
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
六
三
─
三
六
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）八
六
三
─
三
六
〇
二

日
本
精
機

代
表
取
締
役
社
長  

　
石
　
塚
　
広
　
行

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
─
二
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

八
六
三
─
一
六
三
一

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

桜　

井　
　
　

元

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
二
三
三
─
二
〇
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
六
─
五
一
一
一

代
表
取
締
役
　
大
　
内
　
睦
　
子

秋
田
市
中
通
二
─

三
─

八（
ア
ト
リ
オ
ン
ビ
ル
８
階
）

☎
０
１
８（
８
３
２
）６
７
８
９

０
１
８（
８
３
２
）６
８
６
４

秋
田
銘
菓

大

　渕

　宏

　見

事
業
本
部
長
　
佐
　
藤
　
勝
　
男

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
八
一
─
二

☎   

（
〇
一
八
）
八
六
三
─
一
九
八
六

東
北
電
気
保
安
協
会

秋
田
事
業
本
部

一
　
　
般

財
団
法
人

と
っ
て
も

で
ん
き
が

ほ
っ
と
す
る

感
電
防
止
の
た
め
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
を
取
付
け
ま
し
ょ
う

秋
田
市
卸
町
三
丁
目
４
番
１
号

〇
一
八（
八
六
四
）一
五
六
一

北
畠 

寿
人

医療とICTをつなぐ 地
域
の
情
報
化
に
貢
献
す
る

代
表
取
締
役
社
長〒

〇
一
〇
┃
〇
八
五
一

秋
田
市
手
形
字
山
崎
一
一
〇
番
地
三

電
　
話 

〇
一
八（
八
三
五
）五
四
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
三
二
）六
〇
七
八

【
本
社
】

Ａ
Ｄ
Ｋ
富
士
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

齋
藤 

和
美

秋
田
中
央
交
通
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

渡　

邉　

綱　

平

秋
田
市
川
元
山
下
町
六
番
一
二
号

管

理

部
☎  

八
二
三
─
四
四
一
一

営

業

部
☎  

八
二
三
─
四
四
一
三

観
光
セ
ン
タ
ー
☎  

八
二
三
─
四
四
一
四

事

業

部
☎  

八
二
四
─
四
三
〇
〇



謹 賀 新 年謹 賀 新 年
〈順不同〉

❾
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

�
市
へ
の
要
望

�
お
知
ら
せ

❸
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告

千
代
田
興
業

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　

藤
澤  

正
義

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
─
四
九

℡ 

（
０
１
８
）８
６
４
─
６
２
０
０

『 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

』

所
　
長
　
三
　
沢
　
直
　
樹

秋
田
市
山
王
三
丁
目
一
番
二
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
八
─

八
六
二
─

四
三
六
三

鹿
島
建
設
株
式
会
社

秋
田
営
業
所

み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社
秋
田
支
店

支 

店 

長
　
浅
　
場
　
　
　
敦

　
　
　
　
〒
〇
一
〇
─
〇
〇
〇
一

秋
田
市
中
通
一
丁
目
二
番
一
号

電
　
話
〇
一
八（
八
三
二
）五
五
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
三
四
）八
一
九
四

㍿
ユ
ア
テ
ッ
ク

執
行
役
員
支
社
長　

渡　

辺　

政　

道

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
二
三
三
─
九

☎
（
〇
一
八
）
八
六
二
─

三
八
二
一
㈹

秋
田
支
社

秋
田
市
山
王
六
丁
目
一
六
番
一
九
号

長
門
第
二
ビ
ル
１
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
六
二
）
一
四
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
六
五
）
二
七
九
四

代
表
取
締
役
　
長
　
門
　
孝
　
一

新
三
井
産
業
株
式
会
社

〒010-
0951

取
締
役
相
談
役
　
蒔
　
苗
　
昭
三
郎

代
表
取
締
役
会
長
　
辻
　
　
　
良
　
之

代
表
取
締
役
社
長
　
吉
　
田
　
　
　
進

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
─

九
二

秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

株
式

会
社 

ホ
ク
シ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

代
表
取
締
役
会
長
　
佐
　
藤
　
辰
　
衛

代
表
取
締
役
社
長
　
佐
　
藤
　
宗
　
樹

本
社  

　
　
秋
田
市
牛
島
東
一
丁
目
十
一
番
八
号

電
　
話
〇
一
八
（
八
三
七
）
〇
八
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
三
七
）
〇
八
一
二

〒
010-
0062

代
表
理
事
　
金
　
森
　
幸
　
志

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
二
〇
番
地
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
六
七
─
八
五
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）八
六
七
─
八
五
五
〇

協
業
組
合

三
交
モ
ー
タ
ー
ス
商
会

秋
田
県
鐵
構
工
業
協
同
組
合

理  

事  

長  

藤
　
澤
　
正
　
義

副 
理 
事 

長  

齋
　
藤
　
　
　
靖

副 

理 
事 
長  

石
　
垣
　
勝
　
康

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
─
四
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
〇
一
八（
八
六
三
）九
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
一
八（
八
六
三
）九
九
九
五

協同
組合

〒010-0001 秋田市中通四丁目７番35号

 ☎ 018-833-1855 ㈹

http://www.akitashiminichiba.com/

プロの目利きが光る！
信頼の品揃え！

理事長   進 藤 政 弘
秋田市民市場

株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
ク
リ
エ
イ
ト

代
表
取
締
役
会
長
　
越
　
前
　
　
　
亨

代
表
取
締
役
社
長
　
岡
　
部
　
　
　
徹

〒
〇
一
〇
―
〇
九
五
五

秋
田
市
山
王
中
島
町
三
─
五

☎
〇
一
八
─

八
二
三
─

一
四
三
二
㈹

辻・本
郷
税
理
士
法
人

秋
田
事
務
所

所
　
　
　
長
　 

小
野
寺
　
　
　
孝

社
員
税
理
士
　 

伊
　
勢
　
準
　
造

秋
田
市
山
王
沼
田
町
六
─
三
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
二
─
三
〇
一
九

�
佐
々
木
製
作
所

代
表
取
締
役
　
石 

郷 

岡
　
　
　
誠

秋
田
市
向
浜
一
丁
目
六
─
一

☎
（
〇
一
八
）八
七
四
─
七
八
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
七
四
─
七
八
八
二

秋
田
市
八
橋
字
下
八
橋
一
九
一
│
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
六
二
）
五
一
四
一

取
締
役
会
長

佐 

賀  

善 

美

代
表
取
締
役
社
長

佐 

賀  

善 

廣

指
定
管
理
者
事
業・施
設
運
営
管
理
事
業

代
表
取
締
役
社
長
　金
　子
　宗
　典

秋
田
市
中
通
二
丁
目
二
番
三
十
二
号

電
　話 

〇
一
八
（
八
二
七
）
三
六
六
二

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
https://akitasdi.co.jp

〒
010
│
0001

株
式
会
社 

秋
田
ス
パ・ア
ン
ド・ド
ラ
イ
ブ
イ
ン・サ
ー
ビ
ス

ご
予
約
は…

秋
田
市
旭
南
二
丁
目
３
│
３
４

お
電
話
頂
け
れ
ば
、
各
種
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

☎ 

８
６
３
│
３
２
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
６
３
│
３
２
３
２

丸
甚
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

保　

坂　

雄　

大

〒
011
─

0946 

秋
田
市
土
崎
港
中
央
五
丁
目
─

七
─

一
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
四
五
）〇
五
七
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
四
五
）六
〇
七
四

h
ttp

://w
w

w
.m

a
ru

jin
-fa

s.jp

建
築
工
事
（
補
修
・
リ
フ
ォ
ー
ム 

共
）

代
表
取
締
役
社
長
　
大
　
島
　
由
　
庸

秋
田
市
向
浜
一
丁
目
一
〇
番
一
号

☎（
〇
一
八
）八
六
三
─
七
七
〇
一

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱

国
立
大
学
法
人

秋
田
大
学

学  

長

山

　本

　文

　雄

秋
田
市
手
形
学
園
町
一
│
一

電
話
（
〇
一
八
）八
八
九
│
二
二
〇
七



謹 賀 新 年謹 賀 新 年
〈順不同〉

❻
年
頭
あ
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つ

❽
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

�
活
力
あ
る
秋
田

�
県
へ
の
要
望

❹
年
頭
あ
い
さ
つ

❷
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告

本
社
潟
上  

ＴＥＬ（
〇
一
八
）
八
七
八
─
七
二
六
一

秋
田
営
業
所  

ＴＥＬ（
〇
一
八
）
八
六
四
─
一
六
一
一

解
体
工
事
業
・
産
業
廃
棄
物
収
集
・
一
般
貨
物

浮
田
産
業
輸
送
㈱

社
会
保
険
労
務
士
法
人

  

秋
田
労
務
行
政
事
務
所

会
　
長  

　

佐
々
木
　
晋
　
逸

所
　
長  

　

土
　
田
　
将
　
勝

秋
田
市
中
通
六
丁
目
一
‐
二
四

電  

話 （
〇
一
八
）八
三
五
‐
二
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ （
〇
一
八
）八
三
五
‐
三
七
〇
九

秋
田
市
卸
町
四
丁
目
９
─
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

八
二
三
─
〇
一
一
一
㈹

〒
010−0061

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
秋
田
支
社

支
社
長
　
小
野
寺
　
英
　
紀

株
式
会
社
ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

〒
　
　
秋
田
市
山
王
四
丁
目
５
番
10
号

電
　
話
（
〇
一
八
）
八
六
二
─
一
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
五
─
一
六
八
四

010-
0951

代
表
取
締
役
　
岡
　
松
　
英
　
策

代
表
取
締
役
　
　
佐
　
藤
　
博
　
明

秋
田
市
新
屋
鳥
木
町
一
番
八
一
号

☎ 

〇
一
八（
八
八
八
）八
五
〇
〇

協
和
石
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
荻
　
原
　
慎
太
郎

秋
田
市
大
町
一
丁
目
３
番
37
号

☎
代
表
八
六
五
―
二
二
六
一
番

www.kourin.net

株式会社　水屋光琳
代表取締役　鈴木  清

秋
田
市
大
町
二
丁
目
四
│
四
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
六
二
）
五
八
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
二
三
）
三
一
五
一

〒
010-
0921

代
表
取
締
役

社

　
　
　長

高

　田

　眞

　千

代
表
取
締
役
社
長   

伊

　藤

　兵

　一

秋
田
市
山
王
三
丁
目
四
番
二
三
号

℡ 

（
〇
一
八
）八
八
三
│
〇
二
〇
〇

株式
会社

フ
ィ
デ
ア
情
報
総
研

株
式
会
社　

辻　
　
　
　

源

〝
生
活
を
楽
し
く
豊
か
に
す
る
〟

　
　
家
庭
日
用
品
総
合
卸
商
社

代
表
取
締
役
社
長
　
辻
　
　
　
昭
　
久

秋
田
市
卸
町
三
丁
目
三
─
七

☎
　
八
六
二
─
二
五
三
五

総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

株
式
会
社

秋
田
東
北
ダ
イ
ケ
ン

〒
010
─

0001 

秋
田
市
中
通
二
丁
目
二
番
三
十
二
号

電　

話　

〇
一
八
（
八
三
二
）
〇
四
〇
一
㈹

U
R

L
:h

ttp
://to

h
o
ku

-d
a
ike

n
.c

o
.jp

秋
田
支
社
長
　
㓛
　
刀
　
俊
　
英

秋
田
市
中
通
二
丁
目
四
番
十
九
号

株
式
会
社

都

市

整

備

取
締
役
会
長
　
賢
　
木
　
新
　
悦

秋
田
市
川
尻
み
よ
し
町
十
一
番
一
号

☎
（
〇
一
八
）八
六
二
─

六
一
一
一

仙
台
・
横
手
・
大
仙
・
青
森

小
　林
　淳
　一

一
〇

Ｌ
Ｅ
Ｔ

八‐

六
八

三‐

〇
五
五
一

一
〇

Ｘ
Ａ
Ｆ

八‐

二
八

四‐

一
五
六
三

役
締
取
表
代

長

社

猿

田

久

知

秋
田
市
山
王
六
丁
目
一
〇
番
九
号

本社／秋田市外旭川字待合28
TEL018-869-5566 FAX018-869-5181
支店／横 手 ・ 湯 沢 ・ 能 代
　　　 由 利 本 荘・ 盛 岡

秋田卸売市場 青果部

株式会社

代表取締役社長 佐藤文信

山
岡
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　

山
　
岡
　
緑
三
郎

〒
010
─

1415 

秋
田
市
御
所
野
湯
本
二
─
一
─
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八
（
八
二
六
）
一
六
一
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八
（
八
二
六
）
一
五
六
五

支
社
長 

　
黒
　
沢
　
　
　
晃

〒
０
１
０
─
０
９
２
１

秋
田
市
大
町
三
丁
目
五
─
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
六
二
─
一
六
六
八

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

秋
田
支
社

秋
田
市
中
通
四
丁
目
３
番
11
号

☎
（
〇
一
八
）八
三
二
─
六
五
四
八

理
事
長 

　
伊
　
藤
　
　
　
昇

学
校
長 

　
三
　
浦
　
順
　
治

学
校
法
人

伊

藤

学

園



謹 賀 新 年謹 賀 新 年
〈順不同〉

「若者交流サロン」参加者大募集!
（定員：30名）

ハローワーク秋田では、学校を卒業し入社し
た1〜3年目の方々を対象に、地元で働く同世代
の交流の場として「若者交流サロン」を開催いた
します。

他社で働く同世代の方 と々交流してみませんか?
◆開催日時　令和2年1月29日（水）
　　　　　　14：00〜16：00
◆場　　所　秋田テルサ5階　第二会議室
＜お申込み・お問合せ先＞
　ハローワーク秋田 学卒部門
　TEL：018-889-8609

❾
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

�
市
へ
の
要
望

�
お
知
ら
せ

❸
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告

愛
飲
御
礼
。

 

ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ

サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
株
式
会
社

秋
田
市
中
通
二
丁
目
三
─
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八（
八
三
六
）
一
八
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八（
八
三
六
）
一
〇
〇
九

秋
田
支
店
長  

　
林
　
　
　
真
　
司

TEL 018-866-8666
FAX 018-866-6688
info ＠ kosmos.co.jp

冠婚葬祭

創立30周年創立30周年

 株式会社
プレステージ・インターナショナル

秋田BPOキャンパス
代表取締役  玉  上  進  一

 〒010-1633秋田市新屋鳥木町1-172
  TEL 018-888-9333

URL http://www.prestigein.com/

秋
田
支
店
長　

松　
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小規模事業者（従業員20人以下・商業・サービス業は5人以下）向け、無担保・無保証人・低利（12月2日現在1.21％）の
「マル経融資」をご利用ください。 【経営支援課 TEL.866-6677】

Vol.123

長年企業の研究開発部門に籍を置き、どのような
人材が求められるか、常に考えながら仕事をしてき
た。過去を振り返ってみて、求められる人材は、日
本の高度成長期とそれ以降では大きく異なる。

高度成長期時代に求められていた人材は以下の通
りである。日本の家電品などのものづくりメーカは、
良いものを安く大量に生産し、世界のトップシェア
を確保することで利益を得る量産型製品ビジネスモ
デルを得意としてきた。製品のマクロなトレンドが
明確で、新製品をタイミング良く市場に投入できれ
ば必ず売れるという状態であった。従って、トレン
ドに沿った新機能を実現するための高度な技術開発
が製品開発のすべてであった。研究開発部門では、
ターゲット技術を開発するために組織化され、技術
者は役割分担化された仕事を確実にこなすことが求
められた。従って、求められる人材とは、製品を構
成する要素技術において深い見識があり、その技術
課題をきちんと解決できる高い専門性を持つ人材で
ある。それぞれの専門性を持った技術者がプロジェ
クトを組み、新製品を次々と開発してきた。

しかし、ビジネスのグローバル化が進み、海外で
より安い製品が出回るようになると、日本のものづ
くりメーカはコスト競争には勝てず海外展開でしの
いだ。また一方、家電品を中心とした製品が世の中
にあふれ、新製品を市場に投入しても必ず売れると
言う保証はなくなった。その結果日本では量産型製
品ビジネスモデルは破綻した。アップル社のiPodは、
新しいビジネスモデルである。音楽プレーヤーを
売って儲けるのではなく、音楽配信により必要な音
源を提供し、自分の好きな音楽をいつでもどこでも
聴くことができるニーズをビジネスに結びつけた。
私の勤めていた会社では、B to B（法人向け製品販
売やサービス）のビジネスが中心だったので、顧客
が求めているものは何かを探すことが大変重要に
なってきた。一般的には、顧客に聞けばすむような

活力ある秋田活力ある秋田

 ■略歴
1948年長野県生まれ。1976年東北大学大学院工
学研究科博士課程修了、学位取得。株式会社日立製
作所で機械研究所部長、主管研究員、研究開発本部ソ
リューションセンタ長等を歴任し、2007年秋田県
立大学システム科学技術学部教授に就任。機械知能
システム学科長、理事兼副学長を経て、2017年4月
より現職。

求められる人材とは

気がするが、実際には、顧客にも本当に必要なもの
が何かは分からない状態が大半である。顧客の話を
聞きながら、本当のニーズはどこにあるのだろうと
頭の中で色々想像するのである。表面的なニーズか
らなぜそれが必要なのか、その背景を考え、そして
そこから新たなニーズを掘り起こす。この作業を繰
り返しながら、核心に迫る。そして最後に「お客様
が必要なことはこんな事ではないですか？」と提案
する。これがピタリとはまると、ビジネスがうまく
いくのである。顧客のためになることは何かを真剣
に考えることが極意である。従って、このようなビ
ジネスで求められる人材は、与えられた仕事をきち
んとこなすのではなく、お客様や市場のニーズを汲
み上げ、そこから得られる新しいビジネス提案が行
える戦略的思考を持ち、自ら実行できる能力を持っ
た人材である。

秋田で求められる人材は、地域の様々なニーズを
掘り起こし、組み合わせ、新たな価値を創造し、さ
らに実現するために全体をプロデュース出来る人材
である。これは先に述べた人材像と重なるものであ
る。秋田を愛し、常に秋田について考えなければな
らない。本学では、秋田で活躍できる人材を一人で
も多く排出するため、主体的に学ぶ学生自主研究制
度を始め多くの特徴ある教育プログラムを実行して
いる。そしてさらにこれからは、Society 5.0、AIに
対応するために社会人教育にも力を入れる。地域か
ら信頼され尊敬される大学を目指している。

小
こ
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ばやし

  淳
じゅん
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いち

 氏秋田県立大学　理事長兼学長
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簿記・販売士・ビジネス実務法務等々、社員のスキルアップに商工会議所検定のご活用を！

【本社】 〒011-0901 秋田県秋田市寺内字三千刈110-1
  TEL.018-888-3500（代）

http://www.kappan.co.jp/

好評
販売中 働き方改革

社会保険労務士  高橋 朱実
社会保険労務士  冨沢 克次
社会保険労務士  武田 明子

秋田市卸町 1-3-2  秋ト協ビル
TEL 018-853-5005

中小企業活性化サポート

経営者目線で
支援しております。

2019年度 秋田市への要望　〜12月16日秋田市との懇談会〜
当所から正副会頭、各部会長等が出席し、穂積志市長をはじめ秋田市幹部と懇談。各部会からの意見をとり

まとめ、計34項目を要望した。

⑴中小企業の育成・経営改善支援
● 社会資本の老朽化に伴う効率的・計画的な整備

と秋田市の関連施設・団体への働きかけの強化
●地元定着やAターンを促進する健康経営の推進
●グローバルGAP・HACCPの普及推進
● 秋田市指定無形文化財「秋田銀線細工」の技能承

継等に対する支援強化
● 超高齢社会に対応するタクシー事業者への支援

制度の創設
● 中小企業の経営革新・経営改善の取組に対する

支援
⑵地域産業の発展に向けた秋田港港湾地区の機能強化
新 向浜工業地帯の産業発展に向けた環境改善
● 秋田港の競争力強化に向けたコンテナターミナル

の機能強化
● 秋田港アクセス道路の早期整備及び重要物流道

路への指定に向けた取組の推進

新 建設業の人手・担い手不足に伴う労働環境の変化
に対する配慮と魅力発信
新秋田市資格取得助成事業の制度改善
●新卒者の県内就職率向上のための取組強化

⑴中心市街地等の賑わい創出に向けた施策の推進
新�商店街空き店舗対策事業に係る補助対象経費の

一部見直し　
● 広小路・中央通りの一方通行解除等中心市街地

の交通環境改善の継続検討
● 千秋公園の更なる魅力向上のための観光客受入

施設等の早期整備
● 県市連携文化施設建設中の賑わい維持向上対策

の強化
● 芸術文化のまちづくりを牽引するディレクターの

配置

● 秋田港の災害
発生時対応の
強化

● 秋田港の物流
増加に向けた
インセンティ
ブ制度等の見
直し・改善

⑶エネルギー関連施策の推進
新�洋上風力発電産業の拠点の形成
● エネルギー産業の振興に向けた送電線の早期整備
● 自動車燃料の多様化に向けた天然ガス（CNG・

LNG）スタンドの整備実現
⑷地域経済の活性化に資する施設整備
新�ブラウブリッツ秋田のJ2ライセンス基準に対応し

た新たなスタジアム建設の早期実現
●メッセ機能を持つ大規模展示施設の整備促進

● 子育てと仕事を両立できる環境づくりに向けた休
日保育の受入拡大

● 外国人材の受入促進に向けた企業負担の軽減及び
日本語教育の充実

⑵�インバウンド促進に向けた観光客受入態勢の整備
新 クルーズ船受入環境整備に向けた港湾施設の早

期整備
新 秋田市中心市街地循環バス「ぐるる」の更なる利

便性向上
新 冬期観光及び夜間観光に関する検討の場への参画
●東京五輪キャンプ地誘致　　
● インバウンド受入環境の整備に向けたICTの導入

促進
● 公共交通・商業施設等における電子マネー決済

の導入
●大型バスの受入に関する抜本的解決策の検討
●寺町観光に向けた環境整備の推進

要望内容の詳細は当所ホームページをご覧ください。　　http://www.akitacci.or.jp/req/

秋田市への要望項目

１．秋田市の産業振興の推進

２．地域を担う人材の確保・育成

３．交流・定住人口増加に向けたまちづくり
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もしもの備えに、業務上・業務外を問わず24時間保障～生命共済制度 【総務課 TEL.866-6674】

初めての障がい者雇用
～第1回専門サービス部会～

部会間の交流推進
～商業・工業・理財・運輸交通合同部会～

12／1712／3

22名が参加し、イヤタカで開
催。社会福祉法人いずみ会ウェル
ビューいずみ障害者就業・生活支
援センター長の牧野真悟氏を招き、

「はじめての障がい者雇用〜障がい
者雇用の現場から〜」をテーマに障
がい者雇用の進め方等について情
報提供いただいた。牧野氏は「障がいといっても様々
なタイプがある。任せる業務内容はタイプによって
考えなければならないが、会社の戦力となって働い
ている方はいる。雇用を検討する際は先入観を持た
ず、我々のような支援団体に気軽に相談して欲しい」
と述べた。懇談後の部会員交流会では、参加者によ
る活発な意見交換が行われた。

4部会の部会長をはじめ51名が参加。部会の垣根
を超えた活発な交流が図られた。

懇談では、三浦会頭が「人手不足の深刻化が企業の
事業展開を阻害する要因となっている。その解決策
の一つとして、現在、外国人材の受入支援体制の構
築を検討している。クルーズ船寄港回数が過去最多
を記録する中、受入環境の整備が急速に進んでいる。
寄港中の限られた時間を有効に使って秋田の観光を
楽しんでもらえるような事業を今後も打ち出してい
きたい。中心市街地の活性化に繋がる多数の開発計
画がある中、当所では全
体の整合性を取りながら
推進していきたい」と今後
の抱負を述べた。

2019年度 秋田県への要望　〜12月9日 秋田県知事との懇談会〜
県内6商工会議所の正副会頭、専務理事等が出席し、佐竹敬久秋田県知事と懇談。秋田県商工会議所連合会

による共通要望（20項目）、各商工会議所からの個別要望（秋田商工会議所から14項目）合わせて55項目を要望
した。

１．中小企業振興施策の推進と予算の確保
２．地域の産業を担う人材の確保
３．観光誘客の推進
新４．洋上風力発電産業の拠点の形成

５． エネルギー産業の振興に向けた送電線の早期整備
新６．社会資本の老朽化に伴う効率的・計画的な整備

７． 商工団体組織活動強化費補助金の安定的継続的な予算措置
８．県内高速交通ネットワークの整備促進

■ 環日本海交流の推進による地域産業の発展に向け
た秋田港の機能強化
● 秋田港アクセス道路の早期整備及び重要物流道

路への指定に向けた取組の推進
● 秋田港の競争力強化に向けたコンテナターミナル

の機能強化
新 クルーズ船受入環境整備に向けた港湾施設の早

期整備
●秋田港の災害発生時対応の強化

■ 秋田港の物流増加に向けたインセンティブ制度の見
直し・改善

■ 自動車燃料の多様化に向けた天然ガス（CNG・
LNG）スタンドの整備実現

■ 公共交通・商業施設等における電子マネー決済の
導入

■秋田空港駐車場の利便性向上
■ 超高齢社会に対応するタクシー事業者への支援制

度の創設
■ メッセ機能を持つ大規模展示施設の整備
新�ブラウブリッツ秋田のJ2ライセンス基準に対応した

新たなスタジアム建設の早期実現
■ 県市連携文化施設建設中の賑わい維持向上対策の

強化
■ 広小路・中央通りの一方通行解除等中心市街地の

交通環境改善の継続検討
新 冬季観光及び夜間観光に関する検討の場への参画

要望内容の詳細は当所ホームページをご覧ください。　　http://www.akitacci.or.jp/req/

秋田県への要望項目

≪秋田県商工会議所連合会�共通要望≫　※大項目のみ掲載

≪秋田商工会議所　個別要望≫

牧野氏
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会員向けメールマガジン配信中！経営に役立つ情報をお届けしています
ご登録は「maga@akitacci.or.jp」宛てに企業名をお知らせください 【企画振興課 TEL.866-6679】

経営経営ののヒント！ヒント！
ミエル☆ヒント＜成功のカギ／ワナ＞
� ／中小企業庁

経営に役立つ
サイトを紹介

検索ミエル☆ヒント

月日 行事 時間 場所

1/22 秋田県商工会議所女性会連
合会新年祝賀会

16：30～ 秋田キャッスル
ホテル

1/23 企業連携セミナー 14：00～ ホテルメトロ
ポリタン秋田

1/24 ネットショップ出店プログラム
～国内EC出店編～

13：30～ 当所 7 階

1/28 常議員会
議員懇談会

11：00～
12：00～

秋田キャッスル
ホテル

1/29 セカンドライフセミナー 10：00～ アキタパーク
ホテル

1/30 合同部会（建設・観光料飲・専
門サービス・情報通信）

18：00～ アキタパーク
ホテル

2/12 ものづくり技術連携交流会 17：00～ 当所 7 階

企業の飛躍のきっかけをつかむためのヒント
を、簡単に探すことのできるサイトです。
自社の抱える課題毎に、解決のヒントとなる
カギや陥りやすいワナの検索ができます。
是非ご活用ください。

【講演会のご案内】

バリトン伊藤さん

千秋花火よろしく
お願い致します

明けましておめでとうございます

住宅リフォームのプロ集団

■お問い合わせ 0120-444-877

奥羽住宅産業株式会社

あけましておめでとうございます
本年も皆様のお役に立てますよう社員一同
頑張ってまいります。よろしくお願いいたします。

〒010-0967 秋田市高陽幸町8番17号 岸ビル内
TEL.018-883-1888 ㈹  FAX.018-883-1822
URL http://www.knbs.jp

骨材（砂利・砂・砕石等）の販売から各種工事まで

秋  田  支  店 秋田市川尻町字大川反 232-4　TEL 018-823-3791
秋田南営業所 秋田市仁井田字古川向 144-1　TEL 018-839-9211
本　　　　社 湯沢市字鶴舘 39-4　　　　　  TEL 0183-73-0188
Ｕ 　Ｒ　 Ｌ http://matsuda-group.jp/「デジタル社会革命がもたらすもの」

〜組織や個人はどう生きるべきか〜
■講　師　㈱HIインテリジェントイニシアティブ
　　　　　代表取締役　西野　弘　氏
　　　　✓�デジタルイノベーションセンターを設立

し、人財育成などを実施。
　　　　✓�国際刑事機構（インターポール）グローバ

ルサイバー犯罪専門家委員会委員や経
済産業省の電力インフラデジタル化委員
会委員などの要職を歴任。

■日　時　2020年2月14日（金）15：00〜17：00
■場　所　秋田キャッスルホテル
■参加費　無料
■定　員　200名
【共催】秋田商工会議所、あきた企業活性化センター
　　　秋田県、秋田県警察本部
【後援】秋田デジタルイノベーション推進コンソーシアム

参加のお申込み、内容等の詳細については、当所ホー
ムページをご覧ください。http://www.akitacci.or.jp

お問合せ
秋田商工会議所　企画振興課（TEL：866-6679）
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「あきた光のファンタジー」が大幅リニューアル！
最新ムービングライトを音響による演出で

光と音のハーモニーを奏でます。
テーマは「スノーファンタジー」。

幻想的な秋田の冬の夜をお楽しみください。

「あきた光のファンタジー」が大幅リニューアル！
最新ムービングライトを音響による演出で

光と音のハーモニーを奏でます。
テーマは「スノーファンタジー」。

幻想的な秋田の冬の夜をお楽しみください。
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正副会頭・専務理事でお出迎え正副会頭・専務理事でお出迎え

乾杯乾杯

県民歌斉唱県民歌斉唱

三浦廣巳会頭 年頭あいさつ三浦廣巳会頭 年頭あいさつ 佐竹敬久知事 祝辞佐竹敬久知事 祝辞

（公社）秋田青年会議所（公社）秋田青年会議所
三浦圭介理事長 乾杯三浦圭介理事長 乾杯

穂積志市長 祝辞穂積志市長 祝辞

阿部隆志青年部会長 中締阿部隆志青年部会長 中締

一人一人がプレイヤーとなり輝かしい年に！ 2020年 新年祝賀会
当所恒例の新年祝賀会を1月6日に秋田キャッスルホテルで開催し、会員・来賓ら

約970名が一堂に会した。来賓を代表し、佐竹敬久知事と穂積志市長が祝辞を述べ
た後、鏡開きを行った。熱気に包まれた会場では、参加者が新年のあいさつを交わし、
新たな年の始まりを寿いだ。


